
….. 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   平和で笑顔あふれる世界へ 

校長 柳岡 裕幸 

 

「夏休みは、自分の進路に向けての挑戦、新しい体験に加え、多くの人と触れ合う絶好のチ

ャンスです。学校理念である「MAKE EVERYONE SMILE 全ての人を笑顔に」を実行し、今年の

夏は「こんな笑顔の場面があった」と言える自分であってください。」と、１学期終業式に話

をしました。夏休み中は校内補習教室の学習、部活動の練習や対外試合・コンクールに向けた

練習など、児童・生徒はそれぞれの活動に取り組んでいました。また、学校を離れ普段はでき

ない貴重な体験をしたり、久しぶりに祖父母や親戚などと過ごしたりと、充実した夏休みだっ

たことと思います。 

戦後８０年という大きな節目を迎えた今年、改めて平和の尊さを考える機会が各地で開催さ

れました。その一つとして、スペインの画家パブロ・ピカソの作品である「ゲルニカ」のタペ

ストリーが群馬県立近代美術館で展示されていました。このタペストリーは、ピカソ自身が制

作を監修し、世界で３点のみが存在します。ニューヨークにある国際連合本部の国際連合安全

保障理事会議場前、フランスのウンターリンデン美術館、日本の群馬県立近代美術館の３点で

す。退色や劣化を避けるため期間を限定して公開され、７月１９日から８月３１日まで見るこ

とができました。 

１９３７年のパリ万国博覧会スペイン館の壁画を作成してほしいと、スペイン共和国政府は

ピカソに依頼をします。当時のスペインは内戦中であり、ピカソが依頼を受けた後に、反政府

軍を支援するナチス・ドイツ空軍がスペイン北部バスク地方の小さな町ゲルニカを無差別爆撃

します。一般市民を多数殺害したこの爆撃は、世界史史上初の都市無差別空爆とされる大惨事

でした。パリに住んでいたピカソはこのニュースを聞き、１か月ほどで 3.5×7.8メートルの大

きな壁画「ゲルニカ」を完成させます。全体がモノトーンで、逃げ惑う人、叫ぶ人や馬、牛な

どが折り重なるように描かれています。「スペインを苦悩と死に沈めた軍隊に対する憎悪を表

現した」とピカソは語る一方で、絵のモチーフについて聞かれた際に「牡牛は牡牛、馬は馬

だ。見たいように見ればいい。」と発言し、特定の解釈を押し付けず、鑑賞者それぞれの自由

な見方を尊重する考えを表明しました。 

展示されたタペストリーは茶色の糸で織られており、モノトーンの壁画とは異なる印象を感

じました。内戦で焼き尽くされた町の写真を見て当時の情勢を思い浮かべ、壁画「ゲルニカ」

に込められた思い、戦後に茶色でタペストリーをつくった意図、それぞれについて考えさせら

れました。 

立場や環境が異なれば、意見や感じ方が変わることを理解し、お互いを尊重することをピカ

ソは求めていたのかもしれません。その中で、異なる意見に耳を傾け議論を重ねることや対話

を続けることが、新たな価値を創造し平和で幸せな未来につながることでしょう。平和の尊さ

を心に刻み、幸せな社会を築く一員として、自分も周りの人も笑顔にすることができる力を身

に付けた児童・生徒の育成に引き続き取り組んでまいります。 
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スクールカウンセラー９月面談予約可能日 

前期 ５日・１２日・１９日・２６日（金） 

後期 ４日・1１日・１８日・２５日（木） 

TEL：03-3782-2930 

予約担当者： 

特別支援教育コーディネーターまたは担任 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜  

１ 月 ２学期始業式 安全指導日 給食始 

２ 火 避難訓練 中央協議会 

３ 水 品川教育の日 

４ 木 定期考査 1 週間前（5～9） 

５ 金  

６ 土 PTA バスケットボール体験会(13:00～18:15） 

７ 日  

８ 月 児童・生徒会朝会 第３回校区教育協働委員会 

９ 火 計測(1,2,5 組前) 水道キャラバン(4) 

10 水 計測(3,4) 南棟委員会(4) 

11 木 
ジャイアンツ野球教室(3) 第 2 回定期考査(5～9) 
特別支援学級連合スポーツ大会(5 組後) 

12 金 
音楽集会（1～4） 第 2 回定期考査(5～9) 
馬とのふれあい学習(５組前) 
スーパーマーケット見学(3) 

13 土 戸越八幡祭礼 

14 日 戸越八幡祭礼 

15 月 敬老の日 

16 火 第 2 回実力テスト(9) 

17 水 計測(5,6) 

18 木 児童生徒会役員選挙(5～9) 

19 金 児童集会(1-4) 交流給食(1-1,9-1) 

20 土 下神明天祖神社祭礼 

21 日 下神明天祖神社祭礼 

22 月 交流給食(1-2,9-2) 

23 火 秋分の日 

24 水 クラブ活動(4～6) 専門委員会(5～9) 

25 木  

26 金 百人一首集会(1-4) 遠足(5,6) 

27 土 PTA コーヒー教室 

28 日  

29 月 セーフティ教室(5,6) 

30 火  

～がんばる・なかよく・げんき～ 

  5 組前期課程 

今年度、５組前期課程は２２名でスタ

ートしました。クラスの合言葉は、「が

んばる・なかよく・げんき」４月には、

「どんなことを頑張りたいか」「どんな

ふうに仲よくしたいか」「元気にどんな

ことをしたいか」などみんなで意見を出

し合い、学級目標を決めました。今年度

の目標は、「学習や係活動を頑張るクラ

ス」「みんなに優しく、仲よく遊ぶクラ

ス」「たくさん食べて元気に運動するク

ラス」この目標をもとに、１学期は、一

人一人が自分のやるべきことを頑張り、

みんなと仲よく遊び、様々な活動に元気

いっぱい取り組む姿がたくさん見られま

した。２学期も、目標に向かって取り組

む大切さを意識させながら、一人一人が

大きく成長できるように引き続き支援し

ていきたいと思います。 

 

～９月の生活について～ 
子ども健全育成部 

長かった夏休みも終わり、２学期が始ま
りました。元気な姿で２学期の始業式を迎
えられたことを嬉しく思います。それぞれ
が充実した夏休みを送り、夏の経験を通じ
て心身ともに一回り成長した姿を見られ、
頼もしさ感じています。２学期はそれぞれ
の学年で様々な行事があります。学級・学
年・学校全体の団結力が試される時期でも
あります。一人一人が役割を果たし、さら
なる成長へつながることを期待していま
す。 
２学期の生活を充実させるためにも家庭

生活中心の生活リズムから学校生活中心の
生活リズムに整えることが大切です。基本
的な生活習慣である十分な睡眠、バランス
のよい食事、適度な運動を意識した生活を
送ってほしいと思います。 
何事にも粘り強く、前向きに取り組む姿

勢を大切に、学びと成長の２学期にしてい
きましょう。保護者の皆様のご理解・ご協
力を引き続きよろしくお願いいたします。 

好きこそものの上手なれ                        副校長 柿倉 優子 
 夏休みに、科学研究所では、マクセルアクアパーク品川のバックヤードツアーに参加し、普段は見られな
い角度から海の生き物を観察できました。アート工房では、木材を電動のこぎりで色々な形に切ったり、つ
ないだりしてオブジェやプレート等の作品作りを行いました。どちらも楽しい時間はあっという間、子ども
たちは時間が足りない様子でした。また、部活動に参加する生徒たちは、目標に向かって練習を重ねる真剣
な瞳と汗がキラリと輝いていました。「好きこそものの上手なれ」と言いますが、自分の興味があることに
熱中する経験は、一つのことを継続して行う力や探求する心につながると感じます。子どもたちが語る夏の
思い出話を聞くと、ご家庭で過ごした時間も「好きなこと」に向かう瞬間があったことが分かります。2 学
期の学校生活におきましても子どもたちが多くの事に熱中し集中して力を発揮できるよう教職員一同全力
で支援してまいります。引き続き本校の教育活動へのご理解とご協力をいただけますようよろしくお願いい
たします。 


